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CASシステム
施工手順

CAS
system
Core Anchor Stud system

溶接スタツド鉄筋工法 CASシステム
CASシステムの特長

キ ャ ス

耐震補強工事において
既存躯体との接合部にはあと施工アンカーを
使用するのが一般的です。
しかしながらあと施工アンカーでは
必要な埋め込み長さが確保できない
SRC造の場合は、
低振動・低騒音・低粉塵で
所定のアンカー性能を発現する
CASシステムが最適です。

1. かぶり厚の薄い、SRC造の構造物に最適です。
CAS システムは既存躯体鉄骨にスタッド鉄筋を直接溶接するので、従来のあと施工
アンカーでは有効埋め込み長さが確保できなかった、かぶり厚の薄い SRC 構造物で
も施工が可能です。

2. 低振動・低騒音・低粉塵なので「住みながら」「稼働しながら」で施
工が可能です。
ダイヤモンドコアドリルで穿孔し、孔内清掃、鉄骨面研磨、スタッド鉄筋を鉄骨に溶接
し孔内に専用充填材を注入して完了するので、従来の工法と比較して工期短縮に加え
産業廃棄物を低減し、作業環境を大幅に改善できます。

3. 効率よく経済的なスタッド溶接
CAS システムに使用するスタッド鉄筋は、SD345（JIS G 3112）の化学成分及
び機械的性質を満足し、かつすぐれた溶接性を持つ「KSW490」材を使用するため
効率よく作業を進めることができます。

4. CAS システム専用充填材を使用することにより十分な強度が確保で
きます。
CAS システムには専用の無機系カートリッジ式充填材「CAS モル」を使用するので
必要な強度が容易に確保できます。

5. 横向きや上向き施工が可能
D16 は下向き、横向き、上向き、D19 についても全数モニター管理し溶接状態を
確認する事で下向き、横向き、上向きの施工が可能です。D22 については下向きの
施工のみ可能です。
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作業音が
大きい

産廃が多い
養生時間が
長い

1. コンクリートカッターによりコンクリート
切断・ 鉄筋露出 2. 切断面清掃、既設鉄骨面研磨 3. 鉄筋溶接 施工完了4. モルタルによる埋め戻し

1. コア穿孔 2. 孔内清掃、既設鉄骨面研磨 3. スタッド溶接 4. CASモル注入 施工完了

施工時間の
大幅な短縮
を実現！

施工時間の
大幅な短縮
を実現！

低騒音・低振動
低粉塵

短時間で施工
でき効率的

簡易型枠不要
で養生時間が

短い

既存駆体鉄骨に
直接鉄筋を溶接する

スタッド溶接

無機系
力ートリッジ式
充填材

CASモル

高速
サイレント
コア穿孔

「ダイヤモンドコアドリル穿孔」+
「スタッド溶接」+「充填材注入」で
所定のせん断強度、引張強度が得られる

ことが実証された工法です。

作業時間が
長い

粉塵が多い


